
 

 
 
 
 SWAN  ファクトシート（概要書）：閉経移行期とその後における記憶と認知* 
 
海馬や前頭前皮質など脳の多くの領域には、エストロゲン受容体が豊富に存在します。このことから研究者らは閉経移行期にエストロゲンレベル
が低下すると、記憶力やその他の認知面に困難が生じるのではないかという仮説を立てました。SWAN調査では、閉経移行期の女性グループを
たどって、言語記憶、作業記憶、認知処理速度のテストなど長期的に彼女 
らの成績を追跡しました。下記に記したものが、主な結果です。 

• 女性の約 3 分の 2 が、閉経期の移行期記に物忘れなどの記憶障害があると報告がありました[1]。 
• 閉経前の時期においては、言語記憶と処理速度の両方において、公正な測定のもとテストを繰り返すことで向上 

したり、練習によって能力が伸びることが実証されました。ところが閉経周辺の時期においては、このような 
練習による向上は見られず、記憶と認知が困難であると女性が一貫して感じています。 閉経後早期の時期には、再び練習による
向上が見られることから、この閉経周辺の時期における減退は限られた期間であると考えられます [2]。 

• 閉経期への移行期には、睡眠と情緒の問題が増加します。 睡眠不足は記憶力の低下や思考の集中力の低下につながります。 意気
消沈であったりや不安感があるなどは、認知テストへの取り組みやパフォーマンスを低下させます。 

o 抑うつ症状のある SWAN の女性は、処理速度のテストであまり良い結果を示さず、不安症状のある女性は、練習によっ
て言語記憶のスコアに少し向上が見られました。 

o 閉経期への移行期間中において、自己報告での評価によると、睡眠やほてりは、記憶力の低下、処理速度、または
練習による向上とは関連していませんでした[3]。 

o ところが閉経後早期には、睡眠中に目覚める（覚醒状態）ことが増えたりや、断片的にしか寝られないなど睡眠障害
のある女性は、認知処理速度のスコアが低くなりました[4]。 

• 閉経後（大体平均して 52 歳に訪れるといわれている）、認知処理速度は低下しましたが、言語と作業における 
記憶のスコアの低下は、概して58 歳や 61 歳以降という遅い時期まで始まりませんでした [5,6]。 

• 高血圧、高血糖や肥満である、そして経済的困難を報告した女性は、認知処理速度のより速い減退を経験しました [6,7,8]。 
 
何ができるでしょうか？ 

• 睡眠習慣を見直したり、医療専門家に相談して実行可能な解決策を考え出すことで、睡眠の問題に対処しましょう。 睡眠を改善す
るための睡眠アプリは数多くあります。 詳細については、SWAN 睡眠ファクトシートを参照 
してください。 

• 公正な観点で査定されたほてり(ホットフラッシュ)は、記憶障害と関連していることが他の調査で判明しました。 もし、ほてり(ホットフラッ
シュ)を経験しておられるのであれば、医療従事者に相談してください。 SWANほてり (ホットフラッシュ)に関するファクトシート(概要書)を
参照してください。 

• 更年期移行中に起こる気分や不安の症状の対処として、かかりつけの医療従事者と話し合ってください。 
• もし突然に記憶に変化が生じた場合は、かかりつけの医療従事者に報告した方が良いでしょう。 
• あなたの医療従事者の協力のもと、血圧、血糖値、体重をコントロールすることは、総体的な健康のために重要です。これらの状態を制

御することで認知機能の低下が軽減されるかどうかは、現在まだ続いている臨床試験で審査中です。 
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*SWAN は、人種は社会的な構成要素であり、調査結果を説明する際に人種/民族を含めることは複雑であり、そうすることに賛否両論がある
ということを認識しています。私共は、患者らに健康に関する最良の情報を確実に提供するために、最善のアプローチを積極的に検討しています。
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